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ユ
ニ
チ
カ
（
大
阪
市
中
央

区
久
太
郎
町
四
―
一
―
三
、

�
〇
六
―
六
二
八
一
―
五
二

四
八
）
は
、
一
月
二
十
六
日

〜
二
十
八
日
ま
で
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
」

に
、
各
種
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ

ー
を
出
展
し
、
好
評
を
博
し

た
。

　

同
社
で
は
、
活
性
炭
繊
維

（
Ａ
Ｃ
Ｆ
）
の
特
長
を
活
か

し
た
家
庭
用
浄
水
器
向
け
の

小
型
フ
ィ
ル
タ
ー
か
ら
産
業

用
の
大
型
フ
ィ
ル
タ
ー
ま
で

製
造
・
提
供
し
て
い
る
。

　

提
供
さ
れ
る
活
性
炭
フ
ィ

ル
タ
ー
は
い
ず
れ
も
活
性
炭

繊
維
な
ら
で
は
の
早
い
吸
着

速
度
、
低
い
圧
力
損
失
と
い

っ
た
特
性
が
活
か
さ
れ
て
お

り
、
高
速
処
理
が
可
能
。
ま

た
、
独
自
開
発
さ
れ
た
高
性

能
吸
着
剤
が
複
合
さ
れ
て
お

り
、
優
れ
た
吸
着
性
能
を
発

揮
す
る
。

　

同
展
示
会
で
紹
介
さ
れ
た

同
筒
タ
イ
プ
の
業
務
用
活
性

炭
フ
ィ
ル
タ
ー
を
紹
介
す
る

と

―
　

「
環
境
汚
染
物
質
除
去
タ

イ
プ
」
は
、
環
境
汚
染
物
質

で
あ
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

や
有
機
塩
素
化
合
物
の
除
去

に
最
適
な
活
性
炭
で
構
成
さ

れ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
で
あ
る
。

　

河
川
や
地
下
水
、
井
戸
水

な
ど
に
含
ま
れ
る
微
量
汚
染

有
機
物
に
対
し
、
高
い
除
去

性
能
を
発
揮
。
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
形
状
の
た
め
容
易
に
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
高
分
子
有
機
物
除
去
タ

イ
プ
」
は
、
高
分
子
有
機
物

の
除
去
に
最
適
な
活
性
炭
で

構
成
す
る
活
性
炭
フ
イ
ル
タ

ー
で
あ
る
。

　

高
分
子
の
難
分
解
性
有
機

物
の
低
減
は
も
ち
ろ
ん
高
分

子
の
有
機
染
料
の
脱
色
に
も

優
れ
た
効
果
を
発
揮
す
る
。

　

「
長
寿
命
塩
素
除
去
タ
イ

プ
」
は
、
活
性
炭
繊
維
と
粒

状
活
性
炭
を
複
合
し
て
構
成

さ
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、
非

常
に
優
れ
た
浄
水
機
能
を
発

揮
す
る
。

　

液
体
中
の
遊
離
残
留
塩
素

の
除
去
に
最
適
な
同
フ
ィ
ル

ー
タ
は
、圧
力
損
失
が
低
く
、

目
詰
ま
り
の
発
生
も
少
な
い

た
め
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

使
用
で
き
る
上
、
炭
塵
の
漏

洩
が
極
め
て
少
な
い
と
い
っ

た
特
性
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
い
ず
れ
の
フ
ィ
ル

タ
ー
も
、
外
径
＝　

㎜
、
内

６５

径
＝　

㎜
、
長
さ
は
２
５
２

３０

㎜
、
５
０
２
㎜
、
７
５
２
㎜

の
３
タ
イ
プ
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。

　

業
務
用
の
円
筒
タ
イ
プ
の

他
、
小
型
サ
イ
ズ
の
円
筒
・

円
柱
タ
イ
プ
、
シ
ー
ト
タ
イ

プ
、
デ
ィ
ス
ク
タ
イ
プ
と
い

っ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
も
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。

　

小
型
サ
イ
ズ
の
円
筒
・
円

柱
タ
イ
プ
は
そ
の
コ
ン
パ
ク

ト
さ
か
ら
主
に
家
庭
用
浄
水

器
に
使
用
。
様
々
な
形
態
の

フ
ィ
ル
タ
ー
が
用
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
あ
ら
ゆ
る
浄

水
器
に
対
応
す
る
。

　

シ
ー
ト
タ
イ
プ
は
、
厚
手

の
活
性
炭
素
シ
ー
ト
を
刃
型

で
打
ち
抜
い
て
製
造
さ
れ
る

フ
ィ
ル
タ
ー
。
ポ
ッ
ト
型
の

浄
水
器
や
冷
蔵
庫
の
製
氷
浄

水
装
置
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　

デ
ィ
ス
ク
タ
イ
プ
は
、
浄

水
器
内
の
有
効
活
用
さ
れ
て

い
な
い
ス
ペ
ー
ス
に
装
填
す

る
こ
と
で
性
能
ア
ッ
プ
や
新

た
な
機
能
付
与
を
図
る
フ
ィ

ル
タ
ー
。
濾
材
を
積
層
さ
せ

る
浄
水
器
な
ど
に
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
。
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特
性
を
活
か
し
て
高
速
処
理
を
実
現
し
た

ユ

ニ

チ

カ

各
種
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー
が
話
題
�

環境汚染物質除去タイプ

高分子有機物除去タイプ

　

エ
ン
バ
イ
ロ
・
ビ
ジ
ョ
ン

（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三

―
二
一
―
一
八
・
第
一
笠
原

ビ
ル
、
�
〇
三
―
六
九
一
四

―
五
六
五
〇
）
は
、
一
月
二

十
六
日
〜
二
十
八
日
ま
で
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ａ
ｑ
ｕ

ａ
」
に
、
「
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｃ
排
水

処
理
シ
ス
テ
ム
」
を
出
展

し
、
多
く
の
来
場
者
の
注
目

を
集
め
た
。

　

「
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｃ
排
水
処
理
シ

ス
テ
ム
」
は
、
オ
ゾ
ン
に
よ

る
Ｏ
Ｈ
ラ
ジ
カ
ル
反
応
と
マ

イ
ク
ロ
ナ
ノ
バ
ブ
ル
の
圧
壊

作
用
な
ど
に
よ
り
、
有
機
物

を
直
接
分
解
す
る
こ
と
で
Ｂ

Ｏ
Ｄ
や
Ｃ
Ｏ
Ｄ
を
大
幅
に
低

減
す
る
排
水
処
理
シ
ス
テ

ム
。
従
来
の
処
理
シ
ス
テ
ム

と
比
べ
て
圧
倒
的
な
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
汚
泥
減
容
を
可
能

に
す
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
①
マ
イ

ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ
ル
発
生
装

置
「
Ｙ
Ｊ
ノ
ズ
ル
」
②
高
出

力
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
「
オ
ゾ

ナ
イ
ザ
ー
Ｅ
Ｖ　

Ｇ
」
③
活

０３

性
炭
含
有
ス
ポ
ン
ジ
担
体

「
Ａ
Ｃ
Ｂ
キ
ャ
リ
ア
」

―
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

調
整
槽
に
設
置
さ
れ
た
Ｙ

Ｇ
ノ
ズ
ル
か
ら
オ
ゾ
ン
お
よ

び
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ
ル

を
放
出
。
最
も
強
力
な
酸
化

力
を
有
す
る
オ
ゾ
ン
が
大
量

の
Ｏ
Ｈ
ラ
ジ
カ
ル
を
発
生

し
、
有
機
物
の
物
理
的
な
分

解
を
開
始
す
る
。

　

オ
ゾ
ン
に
よ
り
分
解
が
促

進
さ
れ
た
廃
液
は
活
性
炭
含

有
ス
ポ
ン
ジ
担
体
が
敷
設
さ

れ
た
曝
気
槽
へ
移
行
。
活
性

炭
の
作
用
に
よ
り
オ
ゾ
ン
が

酸
素
に
変
化
し
、
担
体
の
マ

イ
ク
ロ
ポ
ー
ナ
ス
内
で
高
濃

度
純
酸
素
を
供
給
す
る
こ
と

で
通
常
の
曝
気
以
上
に
微
生

物
が
活
性
し
、
有
機
物
の
分

解
性
を
高
め
る
。

　

さ
ら
に
、
活
性
炭
含
有
ス

ポ
ン
ジ
担
体
の
表
面
に
発
生

す
る
好
気
性
微
生
物
、
内
部

に
発
生
す
る
通
性
嫌
気
性
微

生
物
が
浸
透
性
を
高
め
る
機

能
を
有
す
る
マ
イ
ク
ロ
・
ナ

ノ
バ
ブ
ル
水
に
よ
り
活
性

化
。
こ
の
結
果
、
Ｓ
Ｓ
や
汚

泥
の
発
生
を
さ
ら
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
ま
ま
河

川
、
水
路
、
下
水
放
流
が
可

能
に
な
る
ほ
ど
の
強
力
な
水

処
理
を
実
現
す
る
。

　

中
で
も
油
分
解
処
理
に
は

最
適
で
食
品
工
場
な
ど
に
多

く
の
導
入
実
績
を
誇
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
処
理

能
力
を
発
揮
す
る
同
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
に
は
、
①
余
剰

汚
泥
発
生
量
を
大
幅
に
削
減

（
標
準
活
性
汚
泥
処
理
の
３

分
の　

以
下
）
②
電
気
使
用

１１

量
を
大
幅
に
削
減
（
標
準
活

性
汚
泥
法
の
３
分
の
１
〜
２

分
の
３
）
③
処
理
能
力
が
格

段
に
拡
大
（
従
来
の
２
倍
以

上
）
④
既
設
施
設
に
取
り
付

け
る
こ
と
が
で
き
、
従
来
の

設
備
に
投
入
す
る
だ
け
で
簡

単
に
設
置
で
き
る
⑤
標
準
活

性
汚
泥
法
の
４
分
の
１
〜
２

分
の
１
と
省
ス
ペ
ー
ス
化
が

可
能
⑥
ｎ
―
Ｈ
ｅ
ｘ
、
Ｓ
Ｓ

対
策
（
厨
房
除
害
な
ど
）
、

臭
気
対
策
に
最
適
⑦
含
有
活

性
炭
の
遠
赤
外
線
効
果
に
よ

り
、　

℃
以
下
の
低
温
で
も

１０

稼
動

―
と
い
っ
た
特
性
を

有
し
て
い
る
。

　

https://w
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圧
倒
的
な
省
エ
ネ
・
汚
泥
減
容
を
可
能
に
す
る

エ
ン
バ
イ
ロ
・
ビ
ジ
ョ
ン

『
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｃ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
』

Ｙ
Ｊ
ノ
ズ
ル
㊤
と
曝
気
槽
内
部
㊦

ＯＺＡＣ排水処理システム（オゾン反応槽㊧と
生物処理槽㊨）

　

東
洋
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
（
神

奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
清

新
八
―
九
―
一
七
、
�
〇
四

二
―
七
五
八
―
五
五
八
〇
）

は
、
一
月
二
十
六
日
〜
二
十

八
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
」
で
、
地
下

水
・
工
業
用
水
活
用
シ
ス
テ

ム
を
紹
介
し
、
注
目
を
集
め

た
。

　

同
社
で
は
�
水
に
命
を
与

え
る
�
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
地
下
水
・
工
業
用
水

の
活
用
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し

て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
は
も
ち
ろ
ん
構

築
装
置
ま
で
全
て
同
社
が
設

計
か
ら
製
造
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
ま
で
一
貫
で
行
っ
て
お

り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
シ
ス
テ

ム
を
運
用
。
ト
ラ
ブ
ル
に
対

し
て
も
的
確
か
つ
ス
ピ
デ
ィ

ー
に
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら

全
国
で
多
数
の
納
入
実
績
を

誇
っ
て
い
る
。

　

同
社
が
提
供
す
る
「
地
下

水
活
用
シ
ス
テ
ム
」
は
、
地

下
深
く
流
れ
る
地
下
水
（
主

に
深
井
戸
）
を
上
水
道
の
新

た
な
水
源
と
し
て
使
用
す
る

シ
ス
テ
ム
。
上
水
道
の
一
部

を
地
下
水
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
水
道
料
金
の
削
減
が
期

待
で
き
る
他
、
上
水
道
と
の

複
数
水
源
確
保
に
よ
り
断
水

な
ど
災
害
対
策
に
も
活
用
で

き
る
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
地
下
水

を
０
・
０
１
ミ
ク
ロ
ン
の
フ

ィ
ル
タ
ー
（
限
外
濾
過
膜
）

で
濾
過
処
理
す
る
こ
と
で
一

般
細
菌
・
大
腸
菌
類
は
も
ち

ろ
ん
ウ
イ
ル
ス
さ
え
も
除

去
。
加
え
て
現
在
の
水
道
水

の
問
題
点
（
Ｏ
―
１
５
７
や

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
）

を
も
改
善
す
る
な
ど
法
定
の

水
質
基
準
（
水
道
法
に
よ
る

　

項
目
、
食
品
衛
生
法
に
よ

５１る　

項
目
）
を
ク
リ
ア
し
て

２６
い
る
の
で
、
飲
料
水
、
医

療
、
厨
房
、
お
手
洗
い
、
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
上
水
道
と
ま
っ

た
く
同
じ
用
途
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

地
下
水
は
年
間
を
通
じ
て

水
温
が
一
定
し
て
い
る
の

で
、
加
熱
・
冷
却
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
削
減
。
省
エ
ネ
に
も
貢

献
す
る
。

　

導
入
に
設
備
・
工
事
な
ど

初
期
投
資
は
不
要
。
導
入
後

は
水
道
水
の
削
減
の
他
、
災

害
発
生
時
に
は
近
隣
住
民
の

非
常
用
生
活
用
水
と
し
て
も

機
能
す
る
。

　

「
工
場
用
水
活
用
シ
ス
テ

ム
」
は
、
安
価
な
工
業
用
水

を
上
水
道
の
新
た
な
水
源
と

し
て
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
。

こ
ち
ら
も
シ
ス
テ
ム
の
設
計

か
ら
運
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
至
る
ま
で
一
貫
で
提
供
し

て
い
る
。

　

工
業
用
水
を
高
度
な
膜
濾

過
技
術
で
飲
料
水
基
準
を
大

幅
に
ク
リ
ア
し
た
安
全
で
美

味
し
い
水
に
濾
過
す
る
同
シ

ス
テ
ム
は
、
水
道
料
金
を
大

幅
に
削
減
す
る
。

　

い
ず
れ
の
シ
ス
テ
ム
も　
２４

時
間
３
６
５
日
遠
隔
自
動
監

視
し
て
お
り
、
各
シ
ス
テ
ム

の
運
転
状
況
お
よ
び
各
種
発

報
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
。
必
要
に
応
じ
て
技
術

員
が
迅
速
に
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
や
原
水

の
水
質
変
化
に
よ
り
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
給
水
を
停
止
せ
ざ

る
を
え
な
い
状
況
が
発
生
す

る
と
自
動
で
シ
ス
テ
ム
を
停

止
し
、
水
道
水
を
給
水
。
供

水
が
停
止
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
安
心
で
あ
る
。

　

https://w
w
w
.toyo
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安
心
し
て
使
用
で
き
る
水
を
提
供
す
る

東
洋
ア
ク
ア
テ
ッ
ク

地
下
水
・
工
業
用
水
活
用
シ
ス
テ
ム

工
場
用
水
活
用
シ
ス
テ
ム
の

利
用
例

地
下
水
活
用
シ
ス
テ
ム
の
概
略
図

　

安
原
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
山
口
県
柳
井
市
南
浜
一
―

一
―
一
八
、
�
〇
八
二
〇
―

二
二
―
六
一
九
四
）
は
、
一

月
二
十
六
日
〜
二
十
八
日
ま

で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ａ

ｑ
ｕ
ａ
」
に
、
重
力
式
酸
素

溶
解
器
「
Ｄ
ｏ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ 
Ｆ

ａ
ｌ
ｌ
ｓ
」
を
出
展
し
、
好

評
を
博
し
た
。

　

創
業
時
よ
り
一
貫
し
て
水

に
関
す
る
事
業
を
展
開
し
、

�
水
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
�

で
あ
る
同
社
で
は
、
２
０
１

４
年
か
ら
新
し
い
水
浄
化
装

置
の
開
発
に
着
手
。
そ
し
て

従
来
の
水
処
理
シ
ス
テ
ム
に

用
い
ら
れ
て
き
た
曝
気
法
に

代
わ
る
画
期
的
な
重
力
式
酸

素
溶
解
器
の
「
Ｄ
ｏ
―
Ｍ
Ａ

Ｘ 
Ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ
」
を
開
発
。

圧
倒
的
な
処
理
機
能
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
さ
か
ら

導
入
件
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

澄
ん
だ
滝
壺
の
水
の
よ
う

な
自
然
浄
化
を
機
内
で
再
現

し
て
水
処
理
を
行
う

―
を

テ
ー
マ
に
開
発
が
進
め
ら
れ

た
同
機
は
、
上
部
ユ
ニ
ッ
ト

と
下
部
ユ
ニ
ッ
ト
の
２
つ
の

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
。
上
部

ユ
ニ
ッ
ト
で
乱
流
・
負
圧
差

で
酸
素
溶
解
を
促
進
し
、
下

部
タ
ン
ク
で
は
乱
流
と
負
圧

差
で
発
生
さ
せ
た
気
泡
を
タ

ン
ク
水
面
に
叩
き
つ
け
る
衝

撃
で
気
泡
を
圧
壊
さ
せ
る
こ

と
で
更
に
酸
素
溶
解
を
促
進

さ
せ
る
。

　

こ
の
機
能
で
効
率
良
く
酸

素
を
水
に
溶
か
す
こ
と
に
成

功
。
従
来
の
曝
気
法
と
比
べ

て
圧
倒
的
に
優
れ
た
処
理
能

力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

　

処
理
コ
ス
ト
が
非
常
に
低

い
こ
と
も
大
き
な
特
長
。
こ

れ
は
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使

用
す
る
ブ
ロ
ア
ポ
ン
プ
は
使

用
せ
ず
、
水
中
ポ
ン
プ
を
利

用
す
る
た
め
で
電
気
代
を
大

幅
に
削
減
す
る
。

　

ま
た
、
負
圧
に
よ
り
空
気

を
取
り
込
み
な
が
ら
水
中
に

空
気
を
溶
解
さ
せ
る
の
で
臭

気
を
発
散
す
る
こ
と
も
な
い

他
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど

も
使
用
し
な
い
た
め
騒
音
が

出
な
い
な
ど
周
辺
環
境
を
乱

す
こ
と
な
く
確
実
に
処
理
が

行
え
る
。

　

機
器
に
送
水
す
る
ポ
ン
プ

と
配
管
以
外
に
特
殊
な
設
備

は
必
要
な
い
の
で
既
存
の
設

備
に
も
簡
単
に
導
入
可
能
。

水
中
に
酸
素
を
溶
か
し
て
溶

存
酸
素
を
増
加
さ
せ
て
い
る

の
で
特
別
な
装
置
は
不
要
で

水
深
の
深
い
場
所
へ
も
効
率

良
く
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
特
長

を
有
す
る
同
機
は
、
①
工
場

の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
た
い
②

排
水
処
理
施
設
か
ら
出
る
臭

気
を
何
と
か
し
た
い
③
排
水

処
理
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
削
減
し
た
い
④
余
剰

汚
泥
を
削
減
し
た
い

―
と

い
っ
た
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に

最
適
で
あ
る
。

　

https://www4.hp
ez.

               
‐   

com

   

安
原
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

Ｄ
ｏ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ 
Ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ
設
置
例

Ｄ
ｏ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ 
Ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ
設
置
例

自
然
の
作
用
を
機
内
で

再
現
し
て
処
理
を
実
施
�

『
Ｄ
ｏ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ　

Ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ
』

重
力
式
酸
素

溶

解

器 圧
倒
的
な
処
理
能
力
を
発
揮
�

画
期
的
な

技

術

で

　

天
昇
電
気
工
業
（
東
京
都

町
田
市
南
町
田
五
―
三
―
六

五
・
天
幸
ビ
ル
、
�
〇
四
二

―
七
八
八
―
一
五
五
五
）

は
、
一
月
二
十
六
日
〜
二
十

八
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
」
に
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
「
テ
ン
レ
イ
ン
・
ス
ク

ラ
ム
」
を
出
展
し
、
好
評
を

博
し
た
。

　

大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
頻

発
す
る
昨
今
、
街
の
都
市
化

や
開
発
が
進
む
地
域
に
お
い

て
は
雨
水
が
河
川
や
下
水
廃

水
へ
一
気
に
流
れ
込
み
、
深

刻
な
浸
水
被
害
を
引
き
起
こ

す
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
。

　

同
社
の
「
テ
ン
レ
イ
ン
・

ス
ク
ラ
ム
」
は
、
駐
車
場
や

公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

地
下
に
埋
設
設
置
す
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
素
材
の
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
。
設
置
し
て
お
く

と
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
量
の

雨
水
を
地
下
に
誘
導
し
、
一

時
的
に
貯
留
す
る
こ
と
で
雨

水
の
流
出
を
抑
制
し
、
都
市

型
洪
水
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　

同
施
設
は
素
材
に
再
生
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
を
用
い
た
複

数
の
部
材
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
貯
留
浸
透
槽
を
構
築

す
る
と
い
う
も
の
。

　

本
体
を
互
違
い
に
組
み
立

て
る
独
自
の
テ
ン
レ
イ
ン
・

ス
ク
ラ
ム
工
法
（
特
許
取
得

済
み
）
に
よ
り
、
隣
り
合
う

ブ
ロ
ッ
ク
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
間

に
１
６
０
㎜
の
隙
間
を
四
方

に
設
け
つ
つ
、
１
�
当
た
り

の
樹
脂
量
を
減
ら
し
、
高
い

空
隙
を
確
保
。
そ
の
結
果
、

空
隙
率
は
標
準
で
も　

％
以

９５

上
で
、
競
合
工
法
と
比
較
し

て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
空
隙

率
を
誇
り
、
非
常
に
高
い
貯

水
性
能
を
有
す
る
。

　

組
み
立
て
ら
れ
た
貯
留
浸

透
槽
は
強
固
な
天
地
板
ブ
ロ

ッ
ク
で
上
下
か
ら
挟
み
込
ま

れ
て
い
る
の
で
堅
牢
性
は
抜

群
。
貯
留
浸
透
槽
の
が
た
つ

き
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て

お
り
、
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク

と
い
っ
た
大
型
車
両
が
走
行

し
て
も
微
動
だ
に
し
な
い
。

　

貯
留
浸
透
槽
を
構
成
す
る

本
体
ブ
ロ
ッ
ク
、
天
地
板
、

側
板
は
様
々
な
サ
イ
ズ
が
用

意
さ
れ
て
い
る
の
で
矩
形
だ

け
で
は
な
く
変
形
で
の
設
置

も
可
能
。
標
準
の
本
体
ブ
ロ

ッ
ク
の
重
量
は
５
・
３
㎏
と

軽
量
の
た
め
、
施
工
性
も
極

め
て
良
好
、
構
成
部
材
を
人

力
で
簡
単
に
組
み
立
て
て
貯

留
浸
透
槽
を
構
築
で
き
る
。

　

同
工
法
は
設
置
後　

年
も

５０

の
長
期
間
使
用
を
想
定
し
、

独
自
技
術
と
な
る
土
砂
拡
散

防
止
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

専
用
の
滞
留
板
で
滞
留
エ
リ

ア
を
構
築
し
、
槽
内
の
土
砂

を
留
め
置
く
仕
組
み
で
、
維

持
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

す
る
。
加
え
て
雨
水
の
流
出

抑
制
は
も
ち
ろ
ん
平
時
の
雨

水
の
利
活
用
に
も
活
躍
す
る

汎
用
性
に
優
れ
た
地
下
施
設

と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
構
築
も

進
め
て
お
り
、
災
害
に
強
い

街
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

　

https://www.tensho

                  
‐

plastic.co.jp/
              

天
昇
電
気
工
業

土
砂
拡
散
防
止
シ
ス
テ
ム
設
置
例 施

工
状
況
㊤
と
施
工
後
の
駐
車
場

『
テ
ン
レ
イ
ン
・
ス
ク
ラ
ム
』

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

雨
水
貯
留
浸
透
施
設

大
量
の
雨
水
を
貯
留
・
浸
透
す
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
に
よ
る

テンレイン・スクラムの本体ブロック

　

ダ
イ
セ
ン
・
メ
ン
ブ
レ
ン

・
シ
ス
テ
ム
ズ
（
東
京
都
港

区
港
南
二
―
一
八
―
一
・
Ｊ

Ｒ
品
川
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
、
�

〇
三
―
六
六
三
一
―
三
〇
〇

〇
）
は
、
一
月
二
十
六
日
〜

二
十
八
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
」
に
、

廃
水
処
理
用
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー

型
Ｒ
Ｏ
／
Ｎ
Ｆ
膜
モ
ジ
ュ
ー

ル
「
Ｔ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど

を
出
展
し
、
好
評
を
博
し

た
。

　

同
社
で
は
、
膜
原
料
か
ら

モ
ジ
ュ
ー
ル
、
処
理
シ
ス
テ

ム
に
至
る
ま
で
一
貫
で
生
産

す
る
国
内
唯
一
の
水
処
理
製

品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
事
業
を

展
開
。
医
療
、
地
下
水
、
食

品
、
環
境
関
連
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
向
け
て
開
発
・
提

供
さ
れ
る
水
処
理
製
品
は
い

ず
れ
も
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ

ェ
ア
を
占
め
る
な
ど
多
方
面

で
活
躍
し
て
い
る
。

　

同
展
示
会
で
紹
介
さ
れ
た

「
Ｔ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
①

高
濁
度
、
高
Ｃ
Ｏ
Ｄ
廃
水
を

一
段
で
処
理
し
、
水
を
再
生

す
る
②
廃
水
を
徹
底
的
に
減

容
化
し
、
限
り
な
く
廃
棄
物

を
ゼ
ロ
に
す
る
③
高
処
理
流

量
を
長
時
間
維
持
し
、
低
処

理
コ
ス
ト
を
達
成
す
る

―

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ

た
廃
水
処
理
用
チ
ュ
ー
ブ
ラ

ー
型
Ｒ
Ｏ
／
Ｎ
Ｆ
膜
モ
ジ
ュ

ー
ル
。
様
々
な
産
業
廃
水
の

再
利
用
は
も
ち
ろ
ん
廃
水
の

減
容
、
処
理
費
用
の
削
減
に

も
役
立
つ
。

　

同
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
チ
ュ

ー
ブ
内
に
酢
酸
セ
ル
ロ
ー
ス

を
素
材
に
用
い
た
膜　

本
を

１８

連
結
し
て
構
成
。
内
径
が　
１０

㎜
以
上
の
内
圧
管
状
膜
に
な

っ
て
い
る
。

　

原
水
流
路
が
大
き
い
チ
ュ

ー
ブ
ラ
ー
構
造
の
た
め
、
前

処
理
な
し
で
高
濃
度
・
高
Ｃ

Ｏ
Ｄ
廃
水
処
理
に
対
応
。
ま

た
、
酢
酸
セ
ル
ロ
ー
ス
膜
は

親
水
性
の
性
質
を
有
し
て
い

る
の
で
、
タ
ン
パ
ク
質
、
フ

ミ
ン
質
お
よ
び
油
分
な
ど
に

よ
る
膜
汚
染
が
起
こ
り
に
く

く
、
含
油
廃
水
処
理
で
高
い

処
理
流
量
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
Ｒ
Ｏ
／
Ｎ
Ｆ
膜
の

た
め
、
処
理
水
は
再
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
連
結
す
れ

ば
高
倍
率
濃
縮
も
可
能
。
粘

性
の
高
い
液
体
の
処
理
に
も

対
応
で
き
る
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
も
薬
品

洗
浄
に
加
え
、
物
理
的
洗
浄

（
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
洗
浄
）

も
可
能
な
ど
極
め
て
良
好
で

あ
る
。

　

同
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
各
種

廃
水
、
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト

廃
水
、
切
削
含
油
廃
水
、
界

面
活
性
剤
含
廃
水
、
高
濃
度

・
高
濁
水
原
水

―
の
処
理

な
ど
に
最
適
。
目
的
の
処
理

水
に
応
じ
て
阻
止
率
と
透
過

量
の
異
な
る
３
タ
イ
プ
が
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
展
示
会
で
は
建

物
に
設
置
さ
れ
る
エ
ア
コ
ン

の
室
外
機
に
散
水
し
て
消
費

電
力
の
削
減
を
図
る
室
外
機

用
散
水
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ 
ｍ
ｉ

ｚ 
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
（
イ
ー
ミ

ズ
シ
ャ
ワ
ー
）
」
（
特
許
取

得
済
み
）
も
紹
介
さ
れ
、
こ

ち
ら
も
注
目
も
集
め
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｒ
Ｏ
膜

に
よ
り
水
中
の
ス
ケ
ー
ル
成

分
を
除
去
し
た
純
粋
（
Ｒ
Ｏ

水
）
を
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機

に
散
水
。
打
ち
水
効
果
で
冷

却
し
、
室
外
機
ア
ル
ミ
フ
ィ

ン
の
ス
ケ
ー
ル
付
着
・
腐
食

を
防
止
し
な
が
ら
消
費
電
力

お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る

と
い
う
も
の
。
散
水
は
現
場

状
況
に
応
じ
て
選
定
さ
れ
た

散
水
ノ
ズ
ル
が
効
果
的
に
行

う
。

　

https://www.daicen.

                   

com

   

様
々
な
産
業
廃
水
の
処
理
・
再
利
用
に
役
立
つ

ダ
イ
セ
ン
・
メ
ン
ブ
レ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズＴＲシリーズによる処理例

（原水㊧と処理水㊨）

Ｅ 
ｍ
ｉ
ｚ 
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

の
散
水
状
況

Ｔ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
の
シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー
㊤
と
シ
ス
テ
ム
例
㊦

『
Ｔ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
』な
ど

廃
水
処
理
用
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
型

Ｒ
Ｏ
／
Ｎ
Ｆ
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル


